
　

介
護
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
下
山
名
月
さ

ん
の
介
護
技
術
講
座
が
こ
の
ほ
ど
当
セ

開設 5周年を迎えました
ご
利
用
者
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の

　
「
生
き
活
き
」
生
活
を
応
援
い
た
し
ま
す

歌
っ
て
笑
っ
て
元
気
に
な
る
講
座
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在宅サポートセンター生田からのおしらせ平成 23年 3 月１日発行

レ
ク
担
必
見
・
三
月
十
三
日
に
開
催

下山さんから指
導受ける受講者
のみなさん。

在宅サポート
センター生田

これまでも、そしてこれからも―――
　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生
田
は
、
こ
の
三
月
一
日
で
開
設
五
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
を
は
じ
め
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ま
、
地
域
の
方
々
に
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
る
ほ
ど
、
な
っ
と
く
の
技

　

金
田
由
美
子
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る

「
す
ぐ
に
役
立
つ
介
護
講
座
」
が
四

月
十
七
日
（
日
）
に
当
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

講
座
で
は
「
介
護
の
役
割
」「
残
っ

た
機
能
を
生
か
す
」「
認
知
症
を
理

解
す
る
」「
不
自
由
さ
を
知
ろ
う
」「
生

理
学
的
動
作
に
基
づ
く
介
護
」
な
ど

五
つ
の
視
点
か
ら
、
理
論
と
技
術
を

学
び
ま
す
。受
講
料
は
三
千
円
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

歌
っ
て
、
笑
っ
て
、
元
気
に
な
る
、
在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生

入浴セミナー
17名が参加

機械式に
頼らない

介助技術を学ぶ

艶やかな七段飾り登場
　春らしい暖かい日が増えてき

ました。グループホーム響のフ

ロアは、七段飾りのひな人形に

すっかり春の気分です。

　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生
田
が
誕

生
し
た
の
は
二
〇
〇
六
年
三
月
一
日
。

以
来
、
五
年
間
に
わ
た
り
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
響
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
響
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
響
に
加
え
、
介
護
保
険

外
の
サ
ー
ビ
ス
で
も
あ
る
宅
老
所

「
ほ
っ
と
生
田
」
の
四
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

開
設
以
来
、
変
わ
ら
ず
目
指
し
て
き

た
も
の
が
、「
生
活
」
を
「
生
き
活
き
」

に
と
い
う
視
点
で
す
。
高
齢
に
な
っ
て

思
う
よ
う
に
身
体
が
動
か
な
く
な
っ
て

き
た
方
や
、
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
を

患
っ
た
方
な
ど
、
様
々
な
障
害
を
も
っ

た
方
に
と
っ
て
、「
食
べ
る
」「
飲
む
」「
眠

る
」「
排
泄
す
る
」
と
い
っ
た
生
活
行
為

に
こ
そ
、
元
気
に
な
る
素
が
あ
り
ま
す
。

で
き
る
限
り
「
お
い
し
く
食
べ
」、「
す
っ

き
り
と
排
泄
し
」、「
普
通
の
お
風
呂
に

気
持
ち
良
く
入
る
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
で
、
ご
利
用
者
様
の
「
生
活
」
を

こ
れ
か
ら
も
支
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

田
の
「
い
き
い
き
健
康
講
座
」

が
三
月
十
三
日
（
日
）
に
当
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
講
師
は
、「
は
る
は
な
」
と
し
て
腹
式

呼
吸
と
表
状
筋
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の
メ
ソ
ッ
ド
を
提
唱
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
な
ど
で
講
師
を
務
め
て
い
る
常
岡
治
恵
さ

ん
。
歌
っ
て
、
笑
っ
て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講

座
で
す
。
介
護
職
の
方
、レ
ク
担
当
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

下
山
名
月
さ
ん

基
本
の
「
ほ
」
講
座

介
護
職
の
方

や
看
護
師
な

ど
二
〇
名
の

ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回

の
講
座
に
は
、

方
が
参
加
。
実
際
に
椅
子
か
ら
車
椅
子
、

椅
子
か
ら
椅
子
へ
の
移
乗
な
ど
、
具
体

的
な
場
面
を
設
定
し
な
が
ら
、「
本
人
の

動
き
を
引
き
出
し
」、「
安
全
か
つ
楽
に

で
き
る
」
介
助
法
を
学
び
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
目
か
ら
、
う
ろ

こ
で
し
た
」「
生
理
的
な
動
き
と
意
欲
を

引
き
出
す
こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

グループホーム響

す
ぐ
に
役
立
つ
介
護
講
座

新
人
、
研
修
担
当
者
に
ピ
ッ
タ
リ

自
立
支
援
の
理
論
と
技
術
を
学
ぶ


